
第２章 墨田区の健康づくりをとりまく現状 

 
１ 人口 ～微増傾向、単身世帯の増加～ 

 

○都心回帰による人口増加傾向がみられますが、自然動態では人口の減少傾向が続いてい

ます。 

○単身世帯の増加がみられます。 

○地域により、居住年数や世帯構成に違いがみられます。 

○転入者の増加により、従来からの下町のコミュニティの力が徐々に弱まってくるのでは

ないかと考えられます。 

 

 墨田区の人口をみると、平成９年（1997 年）までは人口の減少傾向にありましたが、

平成 13 年（2001 年）以降はわずかですが人口増加の傾向にあり、都心回帰の様子がう

かがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墨田区の総人口の推移

200,000

205,000

210,000

215,000

220,000

225,000

230,000

235,000

240,000

総人口 228,041 227,286 225,888 224,888 224,330 222,799 220,292 219,915 220,129 220,451 220,716 223,917 225,933 227,298 229,864 232,596 234,375

外国人登録者 3,854 4,283 4,691 4,981 5,233 5,488 4,876 4,908 5,035 5,364 5,738 6,384 7,190 7,537 7,982 7,939 8,003

住民基本台帳人口 224,187 223,003 221,197 219,907 219,097 217,311 215,416 215,007 215,094 215,087 214,978 217,533 218,743 219,761 221,882 224,657 226,372

H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

住民基本台帳及び外国人登録（各年1月1日）（人）
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人口が増加している要因は、

転入者が転出者を上回ってい

る こ と に あ り 、 平 成 9 年

（1997 年）より転入超過とな

っています。 

社会動態（転入・転出数の推移）

3,000

8,000

13,000

18,000
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-2,000

転入数 10,899 12,117 11,761 11,353 11,744 14,179 12,710 12,960 13,234 14,210

転出数 12,577 12,317 11,564 11,166 11,458 11,163 11,334 11,363 10,979 11,052

社会増減数 -1,678 -200 197 187 286 3,016 1,376 1,597 2,255 3,158

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16

（人）
東京都　「人口の動き」　各年中

自然動態は、少子化の影響も

あり、出生数が死亡数を下回る

状態が続いています。 

 

 

 

自然動態（出生・死亡数の推移）

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

出生数 1,647 1,677 1,600 1,702 1,658 1,663 1,761 1,734 1,752 1,792

死亡数 1,807 1,801 1,819 1,855 2,026 2,029 1,982 1,934 1,969 2,036

自然増減数 -160 -124 -219 -153 -368 -366 -221 -200 -217 -244

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16

（人）
東京都　「人口の動き」　各年中 

 

 

 

 

 

 

 

 
家族類型の推移

17,250 19,735
26,197 29,580 34,114

9,457
10,984

12,554
14,303

16,638
36,686

36,464

35,819
34,520

34,49511,778
11,442

9,913
9,032

8,336
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70,000

80,000

90,000

100,000

S55 S60 H2 H7 H12

単身世帯 夫婦のみ世帯 夫婦と子ども世帯 その他の世帯
（世帯数）

国勢調査

 

 家族類型の推移をみると、

単身世帯と夫婦のみ世帯が

増加傾向にあります。特に単

身世帯の増加が注目されま

す。 

若年者の単身世帯だけで

なく、高齢者の単身世帯も増

加しています。 

これら単身世帯の方は、健

康面で課題を抱える方もい

ることから、健康づくりのた

めの支援が求められます。 高齢者のいる一般世帯における単身世帯割合

27.1

23.1

18.9
15.7

13.3

0.0
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30.0

S55 S60 H2 H7 H12

（％） 国勢調査 

 

 

 

 



 墨田区の８つのコミュニティブ

ロック別にみると、居住年数に違

いがみられます。H ブロックは居

住年数の短い区民が多く、B ブロ

ックと E ブロックは居住年数の長

い人が多くなっています。 

ブロック別居住年数構成

12.7

6.6

9.2

17.7

7.9

20.3

13.1

24.5

21.2

10.7

27.6

18.6

17.1

18.0

28.3

32.7

66.1

82.6

63.3

63.7

75.0

61.7

58.6

42.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

Aブロック

Bブロック

Cブロック

Dブロック

Eブロック

Fブロック

Gブロック

Hブロック

短期居住者（5年未満） 中期居住者（5～20年未満） 長期居住者（20年以上）

墨田区住民意識調査
（平成16年）

（％）

 

 

 

 

 

 

 

 
《コミュニティブロック》 

A ブロック 
 

東向島 4～5 丁目、堤通 2 丁目、墨田 1～5 丁目 

B ブロック 
 

東向島 6 丁目、八広 1～6 丁目 
 

C ブロック 立花 1～6 丁目、東墨田 1～3 丁目 

 D ブロック 向島 1～5 丁目、東向島 1～3 丁目、堤通 1 丁目 

 E ブロック 押上 1～3 丁目、京島 1～3 丁目、文花 1～3 丁目 

横網 1～2 丁目、亀沢 1～4 丁目、石原 1～4 丁目、本所

1～4 丁目、東駒形 1～4 丁目、吾妻橋 1～3 丁目 
 F ブロック 

 錦糸 1～4 丁目、太平 1～4 丁目、横川 1～5 丁目、業平

1～5 丁目 
G ブロック 

 
両国 1～4 丁目、千歳 1～3 丁目、緑 1～4 丁目、立川 1

～4 丁目、菊川 1～3 丁目、江東橋 1～5 丁目 
H ブロック 単身世帯の割合もコミュニ

ティブロックで違いがみられ、

特にGブロックとHブロック

で単身世帯の割合が４割を超

えています。 

 

一世帯あたり人員と単独世帯比率
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一世帯あたり人員 単独世帯比率

国勢調査（平成12年）

(人） (%)

居住年数の短い人や単身世

帯の割合の増加は、従来から

の下町の地域社会となじまな

いところもあります。このこ

とから、地域をベースとした

健康づくりの取り組みだけで

なく、居住年数の短い人や単

身世帯も考慮した取り組み方

法を検討していく必要があり

ます。
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２ 少子高齢化 ～進む少子高齢化～ 

○年少人口が減少し高齢者人口が増加しています。 

○23 区で比較すると、平成 17 年（2005 年）１月１日現在、墨田区の高齢化率は 4 番目に

高くなっています。 

 

墨田区においては近年人口の増加傾向が続いていますが、高齢者も増加傾向にあり、平

成 18 年（2006 年）1 月 1 日現在、本区の高齢者人口は 46,520 人で、高齢化率は 20.6％

となっています。平成 17 年（2005 年）1 月 1 日の比較では、都内 23 区の中では 4 番

目に高い高齢化率です。 

いわゆる団塊の世代が 65 歳以上となる平成 27 年（2015 年）には本区の高齢者人口

はさらに増加すると予測されます。高齢者の生活習慣病を予防するとともに、介護を要す

る状態にならないよう予防に努め、それぞれのからだの状態にあわせて健康にすごすこと

が求められています。 
人口構成の推移

12.2 11.9 11.7 11.4 11.2 11.0 10.9 10.9 10.8 10.8 10.8 10.8

72.5 72.2 72.0 71.7 71.3 71.0 70.5 70.1 69.6 69.4 69.1 68.6

15.3 15.9 16.3 16.9 17.5 18.0 18.6 19.0 19.6 19.8 20.1 20.6

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

H7年 H8年 H9年 H10年 H11年 H12年 H13年 H14年 H15年 H16年 H17年 H18年

年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 高齢者人口（65歳以上）

住民基本台帳（各年1月1日）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
高齢化率（23区比較）
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３ 産業構造 ～中小企業のまち～ 

○墨田区は中小企業のまちです。特に従業者数 1～4人の事業所が多くなっています。 

○従業者数の少ない事業所の従業者では、従業者数の多い事業所の従業者と比較して、健

康診査の受診率が低く、事業所での健康面の取り組みも充実していません。 

 

墨田区は、中小企業の事業所

が多く、特に従業者数 1～4 人

の小規模の事業所が多くなって

います。 

規模別事業所・従業者状況

11,398
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521 375 199 100 25 37
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事業所数 従業者数（事業所数） （人）

事業所・企業統計調査

（平成16年）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康診査の未受診率（事業所規模別）

32.6

34.4

23.3

10.3

12.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

１～４人

５～１９人

２０～４９人

５０～９９人

１００人以上

（％）

回答者数　568人

「健康」に関する区民アンケート調査（平成17年）

「『健康』に関する区民アンケ

ート調査」によると、これらの

小規模事業所の従業者では、健

康診査の受診率が低くなってい

ます。 
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また健康面の施策も充実しているとはいえません。これらの事業所で働く従業者の健康

づくりへの支援が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康に対する職場や学校での取り組み

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

１～４人 19.8 1.2 0.6 1.2 1.7 0.6 0.6 3.5 49.4 25.0

５～１９人 43.8 7.3 1.0 1.0 3.1 2.1 0.0 0.0 39.6 16.7

２０～４９人 67.1 15.1 8.2 4.1 2.7 2.7 1.4 1.4 23.3 5.5

５０～９９人 79.5 7.7 5.1 7.7 10.3 5.1 2.6 0.0 10.3 10.3

１００人以上 89.2 30.5 26.3 26.3 12.6 13.8 9.6 0.0 7.8 3.0

定期健康診

査・健康診

断

健康に関す

る情報提供

健康に関す

る相談

心の問題に

ついて相談

できる場

歯科健康診

査

長時間労働

の対策

健康づくり

の講演会・

講座

その他

１～７のよう

な取り組み

はない

無回答

「健康」に関する区民アンケート調査（平成17年）

回答者数　568人

（％）

【事業所規模別】

 

 

 

平成 10 年（1998 年）と平成 15 年（2003 年）の工業統計調査結果を比較すると、

工場数は 5,418 から 4,195 に減少しています。長引く不況の中で廃業した事業所も多い

と考えられ、残った事業所も労働条件が厳しいことが予測されることから、事業所経営者

及び従業者の健康づくり支援が重要です。 

 

事業所規模別出勤日数と総実労働時間
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20.0

19.9

170.0

164.4
165.1165.3

19.0

19.5

20.0

20.5

21.0

21.5

22.0

5～29人 30～99人 100～499人 500人以上

160.0

165.0

170.0

出勤日数 総実労働時間

東京都勤労統計調査（平成17年7月）
＊東京都全体の数値

（日/月） （時間/月）
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４ 健康意識 ～健康意識と行動のギャップ～ 

○区民の健康への意識は高く、食事や運動が健康に重要であるとの認識も高くなっていま

す。 

○しかしながら意識はあるものの、実際の食事や運動の実践状況は十分とは言えない人が

多くなっています。 

○食事については 20 歳代、30 歳代で食生活に問題のある人が他の世代よりも多くなって

います。親の食習慣の乱れが子どもに影響を与えることから特に注意が必要です。 

○運動については運動の意識がありながら、実際には運動できていない人が多く、特に

30 歳代、40 歳代で多くなっています。 

○生活習慣の結果として BMI 25 以上の肥満については、女性と比べると男性で肥満の割

合が高くなっています。一方若い女性の BMI 18.5 未満のやせの割合が高くなっていま

す。 

○脳血管疾患、心疾患、がんのいずれも都内 23 区平均よりも標準化死亡比が高くなって

います。 

○健康の自己管理については、専業主婦（夫）、家事手伝い、パートタイマー、フリータ

ーで健康診査の未受診割合が高くなっています。 

 

 「『健康』に関する区民アン

ケート調査」によると、76.9％

の区民が自分の健康に関心が

あると回答しています。 

自分の健康への関心

76.9 17.1 3.8 2.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

計

ある どちらともいえない ない 無回答

「健康」に関する区民アンケート調査（平成17年）
回答者数　898人

（％）

 

 

 

 

 
健康における食事の重要性

85.9 12.1
1.3

0.1
0.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

計

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

「健康」に関する区民アンケート調査
（平成17年）　　　　　　回答者数　898人

（％）

 食事については 85.9％の

区民は、食事が健康において

重要と考えています。 
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 食事の重要性は理解しているものの、若い世代で食生活に問題のある人が多くなってい

ます。朝食を週４日以上欠食する人が、男性 20 歳代で 30.4％、男性 30 歳代で 43.4％、

女性 20 歳代で 30.3％、女性 30 歳代で 21.3％と若い世代で高い割合です。また、野菜

を使った料理については、1 日 1 食が 27.7％、1 日 1 食未満が 8.0％です。 

 
朝食の頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜を使った料理を食べる頻度

おおむね１日
１食　27.7%

おおむね１日
２食　38.4%

おおむね１日
３食　24.9%

無回答
0.9%

１週間に１回
も食べない

0.2%

１週間に数回
7.8%

回答者数　898

「健康」に関する区民アンケート調査（平成 17 年）

回答者数 
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無回答
（％）

「健康」に関する区民アンケート調査
（平成17年）

ほとんど食べない
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 全国や東京都の数値と比較すると、墨田区では 1 日あたりの塩分摂取量が多くなってい

ます。区民健康診査会場において実施した適正塩分味噌汁の試飲及びアンケート調査によ

ると、適正塩分量の味噌汁が家庭で作る味噌汁よりも「うすい」と感じる人が 45.2％みら

れ、塩分を多く摂取していると思われる人が半数近くいることがわかりました。 

適切な塩分摂取量について正確な知識の普及が求められます。 

 

 

 

食塩摂取量
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12.0

14.0

墨田区 東京都 全国

(g/日) 国民栄養調査
（平成13年）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適正塩分味噌汁と家庭の味噌汁との比較

うすい
45.2%

同じ
45.3%

こい
9.2%

不明
0.3%

区民健康診査会場における適正塩分味噌汁の試飲
及びアンケート調査（平成15年）

回答者数　985 
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健康における運動の重要性

78.7 18.6 1.1

0.3
1.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

計

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

（％）

 運動については 78.7％の

人は運動が健康にとって重要

であると思っています。 

しかしながら実際に身体を

動かしたいと思っている人は

63.5％で、日頃運動をしてい

る人は時々している人を含め

ても 58.5％です。身体を動か

したいと思っていても実践で

きていない人は 3 割です。 

身体を動かしたいという意識

63.5 27.4
6.1

1.9
1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

計

動かしたいと思う まあ動かしたいと思う あまり動かしたいと思わない

動かしたいと思わない 無回答

（％）

「健康」に関する区民アンケート調査（平成17年） 回答者数898人 

「健康」に関する区民アンケート調査（平成17年） 回答者数898人 

運動ができていない主な理

由は、「時間がない」と「きっ

かけがない」が多く、手軽な

運動の普及・啓発など、生活

の中に運動を取り入れやすく

することが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動できていない理由（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=350

0 10 20 30 40 50 60
(%)

時間がない

きっかけがない

体調がよくない

一緒に運動をする仲間がいな
い

何をしたらよいかわからない

運動は好きではない

家族の世話があるため

場所がない

経済的理由

関心がない

初心者が参加しにくい

その他

52.6

29.7

17.7

16.9

16.6

16.3

15.4

8.9

8.6

7.4

5.1

8.6

「健康」に関する区民アンケート調査 

（平成 17 年） 

《参考》ふだん、運動や 
スポーツをする 

 東京都 

男性 42.5％ 

女性 40.4％ 

健康に関する世論調査 

（平成 17 年） 

回答者数 350 人 

日頃の運動状況

いつもしている 時々している 以前はしていたが現在はしていない まったくしたことがない 無回答

（％）

18.4 40.1 23.1 15.9 2.6

1.24.9 44.2 20.9

29.7

8.4

19.9

6

2.7.7 40.7

3.6

11.8

9.1

17.6

21.8

11.8

65.5

52.9

0

0.0

5.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

計

動かしたいと思う

まあ動かしたいと思う

あまり動かしたいと思わない

動かしたいと思わない

「健康」に関する区民アンケート調査（平成17年） 回答者数898人 
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生活習慣の結果として BMI 25 以上の肥満の区民が、20～79 歳の 22.8％を占めます。

加齢とともに肥満の割合が高くなり、特に男性で割合が高くなっています。 

一方若い女性では BMI 18.5 未満のやせの人も多くなっています。女性 20 歳代では

24.2％、女性 30 歳代では 17.0％がやせです。やせの人の 33.3％は自分の体型を「ふ

つう」と認識しています。適正体重と健康への影響についての正しい知識の普及が必要で

す。 

 
BMI

7.3

4.3

0.0

5.6

2.7

1.1

5.9

24.2

17.0

8.1

4.8

4.5

8.3

68.0

73.9

75.5

64.8

64.9

70.7

57.4

69.7

68.1

73.0

73.3

71.2

62.5

22.8

21.7

24.5

27.8

32.4

25.0

32.4

4.5

13.8

18.9

21.0

22.5

26.4 2.8

1.8

1.0

0.0

1.1

1.5

4.4

3.3

0.0

1.9

0.0

0.0

1.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

計

 やせ（ＢＭＩ18.5未満） 標準（ＢＭＩ18.5～25未満）

肥満（ＢＭＩ２５以上） 無回答
（％）

 

 

 《参考》肥満とやせ 

 墨田区 東京都 全国 

男性 20～69

歳の肥満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.0％ 28.5％ 29.5％

女性 40～69

歳の肥満 

男性２０歳代

性３０歳代

男性４０歳代

性５０歳代

男性６０歳代

性７０歳代

性２０歳代

性３０歳代

性４０歳代

女性５０歳代

性６０歳代

女性７０歳代

21.0％ 20.4％ 25.0％

女性 20歳代

のやせ 

男

24.2％ 19.4％ 23.4％

女性 30歳代

のやせ 
17.0％ 9.8％ 14.7％

墨田区：「健康」に関する区民アンケート調査 男

（平成17年） 

東京都：国民健康・栄養調査（平成 16 年） 

全国 ：国民健康・栄養調査（平成 15 年） 

男

女

女

女

女

「健康」に関する区民アンケート調査（平成17年） 回答者数898人 

自分の体型への理解

62.1 33.3 0.0 4.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

やせ（ＢＭＩ18.5未満）

やせぎみ ふつう ふとりぎみ 無回答
（％）

「健康」に関する区民アンケート調査（平成17年） 回答者数66人 
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疾患別標準化死亡比（ＳＭＲ）をみると、脳血管疾患、心疾患や各種がんそれぞれにつ

いて、墨田区はほとんどが都内 23 区平均よりも高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

疾患別標準化死亡比（SMR）

128.1 124.6

110.3
117.9 122.5

117.3 121.6 118.1

74.5

122.6

101.6
104.5

100.7
103.5

101.6 101.9 101.3 98.1 101.3 101.5 102.9 102.3 103.3 102.4

0

20

40

60

80

100

120

140

男

性

女

性

男

性

女

性

男

性

女

性

男

性

女

性

男

性

女

性

子

宮

が

ん

乳

が

ん

墨田区 23区

脳血管疾患 心疾患 胃がん 肺がん 大腸がん

東京都衛生局成人保健課資料（H8～12）

 

 

健康診査の受診状況は、専業主婦（夫）、家事手伝い、パートタイマー、フリーターで未

受診割合が高く、受診のための条件整備を図っていくことが必要です。 

 

 
健康診査の未受診率

28.5

18.9

15.3

35.0

12.5

40.0

20.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

自営業（商店・工場経営等）

会社役員・団体役員

会社員・団体職員・公務員

専業主婦（夫）、家事手伝い

学生

パートタイマー、フリーター

無職

（％）

回答者数　898人

「健康」に関する区民アンケート調査（平成17年） 
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５ 喫煙・飲酒 ～高い喫煙率、多い中高年の毎日飲酒～ 

○墨田区の喫煙率は東京都よりも高く、特に女性の喫煙率が高くなっています。 

○喫煙が本人の健康に及ぼす影響については理解が進んでいますが、受動喫煙の害につい

ては理解が十分ではありません。 

○中高年の男性で毎日飲酒する人が多い傾向があります。 

○多量飲酒者の多くは 1 日 1合が適量であることを理解しています。 

 

 区民健康診査時の調査と国民健康・栄養調査の比較によると、墨田区の喫煙率は東京都

よりも高く、特に女性で割合が高くなっています。 

喫煙率

44.7
40.6

47.3

19.5

15.1
12.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

墨田区 東京都 全国

男性 女性（％）

墨田区：区民健康診査時の問診結果（平成16年）
東京都：国民健康・栄養調査（平成16年）
全国：国民健康・栄養調査（平成15年）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喫煙が本人の健康に及ぼす影響については理解が進んでいますが、受動喫煙の害につい

ては「乳幼児・青少年の発達への悪影響」を知っている人が 54.0％であり、「子どもや妊

婦の前でたばこは吸わない」人は 66.7％となっており、今後さらに正しい理解の普及・啓

発が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喫煙による影響（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=898

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

肺がん

気管支炎

妊娠（胎児）への悪影響

ぜんそく

乳幼児・青少年の発達への悪
影響

心臓病

脳卒中

歯周病

胃かいよう

無回答

92.5

71.7

67.6

62.0

54.0

50.4

42.8

27.3

25.4

2.6

「健康」に関する区民アンケート調査（平成 17 年）

回答者数 898 人 

子どもや妊婦の前でたばこは吸わない

66.7 17.7 11.3 4.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

計

はい いいえ わからない 無回答
（％）

「健康」に関する区民アンケート調査（平成17年） 回答者数231人 
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中高年の男性で毎日飲酒

する人の割合が高い傾向が

あります。 

飲酒頻度

25.3

8.7

35.8

40.7

48.6

42.4

38.2

7.6

14.9

23.0

21.9

14.4

1.4

9.4

13.0

9.4

14.8

12.2

14.1

5.9

4.5

7.4

10.8

9.5

12.5

11.9

21.7

13.2

16.7

14.9

4.3

8.8

28.8

16.0

10.8

10.5

11.2

30.4

15.1

3.7

10.8

7.6

25.8

18.1

14.9

6.7

9.9

11.6

13.0

9.3

7.6

13.6

20.2

17.6

17.1

9.9

11.1

4.1

0.0

3.7

4.3

11.8

4.5

4.3

4.1

0.0

3.6

5.6

24.3

13.0

17.0

11.1

18.5

20.6

15.2

18.1

17.6

34.3

44.1

54.2

4.4

7.23.6

4.2

7.2

2.8

5.9
4.4

5.4

7.5

2.7

1.9

5.4

0.0

1.4

1.1

0.0

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

2.2

8.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

計

男性２０歳代

男性３０歳代

男性４０歳代

男性５０歳代

男性６０歳代

男性７０歳代

女性２０歳代

女性３０歳代

女性４０歳代

女性５０歳代

女性６０歳代

女性７０歳代

ほぼ毎日 週に３～５回 週に１～２回

月に１～２回 年に数回程度 以前飲んでいたがやめた

飲まない 無回答

（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「健康」に関する区民アンケート調査（平成17年） 回答者数898人 

 

現在の飲酒量が 1 日 2 合程度の人のうち、77.4％は 1 日 1 合までが適量と理解し、1

日 3 合以上飲酒している人も 61.9％は適量を理解しています。理解をしていながら多量

飲酒を続けていることから、多量飲酒の健康への悪影響についての正しい知識の普及・啓

発が求められます。 適度な飲酒量

11.7

9.5

65.7

52.4

18.2

20.6

0.0

4.8

4.4

12.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

日本酒にして２合くらい

日本酒にして３合以上

１日に日本酒にして０．５合くらい １日に日本酒にして１合くらい

１日に日本酒にして２合くらい １日に日本酒にして３合くらい

わからない

回答者数　137人

回答者数　63人

（％）

 

 

 

 

 

 

 

「健康」に関する区民アンケート調査（平成17年） 
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６ こころ ～増えるこころの病～ 

○ストレスを抱える人が多くなっており、ストレスを解消できていない人も多くみられま

す。 

○うつ病など、こころの病を抱えた人も増えています。 

 

 直近 1 か月間に不安や悩み、ストレスを多少なりとも感じた人は 69.1％いました。そ

のうち全く解消できていない人は 9.2％、あまり解消できていない人は 34.0％であり、十

分に解消できているとはいえません。またストレスがあった人のうち、仕事や学校を休ま

なければならないほどであった人が 9.4％となっています。 

 

 直近１か月間の不安、悩み、ストレスの状況

4.2 25.2 50.9 18.2 1.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

計

まったくなかった あまりなかった 多少あった たくさんあった 無回答

（％）

 

 

 

 

《参考》ストレスを感じている人の割合 

東京都 66.3％ 

健康に関する世論調査（平成 17 年） 

 

 

 「健康」に関する区民アンケート調査（平成17年） 回答者数898人 

 
不安、悩み、ストレスの解消

4.8 48.2 34.0 9.2 3.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

計

うまく解消できている ある程度解消できている

あまり解消できていない まったく解消できていない

無回答
（％）

 

 

 

 

 

 

 

 

「健康」に関する区民アンケート調査（平成17年） 回答者数620人  

 
不安、悩み、ストレスによる直近１か月間の休学、休職経験

9.4 82.4 8.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

計

はい いいえ 無回答

（％）

 

 

 

 

 

 

 
「健康」に関する区民アンケート調査（平成17年） 回答者数620人 
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 うつ病については 68.2％の区民が誰もがかかる可能性のある疾患だと理解しており、今

後も相談機関の整備と精神疾患についての理解を広めていくことが重要です。 

 

うつ病への理解度（複数回答）

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

精神的な疲れで誰もがかかる
可能性があり増加している

ゆっくり休み、専門医と相談
したほうがよい

精神症状、不眠、倦怠感等の
症状を伴う事が多い

薬も効果がある

あまり知らない

無回答

68.2

57.5

50.4

37.9

17.0

3.0

 

回答者数 898 人 

「健康」に関する区民アンケート調査 

（平成 17 年） 
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